
　
市
民
便
利
帳
は
、市
内
の
公
共
施
設
や
病
院
な
ど
の
テ
レ
フ
ォ
ン
ガ
イ
ド
、

公
共
施
設
の
案
内
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
な
ど
を
す
る
も
の
で
す
。

　
市
で
は
、
地
域
振
興
と
財
源
確
保
の
た
め
、
市
民
便
利
帳
に
掲
載
す
る

広
告
を
募
集
し
ま
す
。市
民
便
利
帳
の
規
格
は
Ａ
４
判
、１
５
６
ペ
ー
ジ
（
予

定
）で
、２
万
部
発
行
。市
役
所
や
支
所
・
図
書
館
な
ど
で
転
入
者
や
希
望
者

に
配
布
し
ま
す
。市
の
刊
行
物
で
あ
な
た
の
会
社
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
せ
ん
か
。

　
▼
発
行　
23
年
８
月
末
予
定　
▼
掲
載
期
間　
次
号
ま
で
の
約
１
年
間

▼
掲
載
料　
左
表
の
と
お
り　
▼
締
め
切
り　
６
月
30
日
㈭　
▼
申
し
込

み　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w

.city.yachiyo.chiba.jp)

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
有
料
広
告
取
扱
要
綱
及
び
広
告
掲
載
基
準
に
沿
っ
て

市
委
託
の
広
告
代
理
店
に
直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。
広
告
の
原

稿
や
版
下
作
成
な
ど
に
か
か
る
費
用

は
、
自
己
負
担
と
な
り
ま
す　
▼
申

込
先　
㈲
八
千
代
折
込
広
告
（
４

８
３ 

０
６
２
７
／
ゆ
り
の
き
台
７　

５　
３　
　
　

       

（
広
報
広
聴
課

23
年
度
版
市
民
便
利
帳
に
掲
載
す
る
広
告
を
募
集

　ボーイスカウト八千代習志野地区では、４月に市消防本部で大規模な防災訓練
を実施する予定でした。しかし、準備が大詰めに入った１か月前に、東北地方太
平洋沖地震が発生。防災訓練予定日だった４月10日、内容を変更して「みんなで
大きな力に!広げようスカウトの絆

きずな
を」をテーマに、地区内７か団が八千代台駅・

勝田台駅・八千代中央駅・村上駅・緑が丘駅などの周辺で募金活動を行いました。
　数日前に大きな余震があったばかりのこの日。「今こそスカウトスピリッツを」
と、スカウトたちの声にも一層力が入ります。延べ４時間で集まった義援金は、
139万4,377円。ボーイスカウト日本連盟を通して日本赤十字社に送られました。

22
年
度
版
市
民
便
利
帳

◀

)
)

■
規
格
な
ど

今
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
実
践
し
よ
う

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
が
市
内
で
義
援
金
募
金

▲募金する若い人や子どもたちの姿が目立ちました。福島から避難してきた人たちから、お礼の言葉をかけられることも

ページ＜主な内容＞
◆八千代市第４次総合計画が
　　　　スタートしました……２〜５
◆県税は市役所でも納められます…６
◆軽自動車をお持ちの人へ…………６
◆広がる被災者への支援……………８

東日本大震災義援金

東日本大震災で本市に
避難している人は届け出を
　震災で他の市町村・県外に避難した人へ、
被災地から通知や情報提供などをするために
は、避難者の所在地などを把握する必要があ
ります。そこで、全国の都道府県・市町村の
情報ネットワークを活用して、被災地の県に、
避難した人の所在地情報を集約します。本市
に避難している人は、市役所生活安全課や各
支所にある「避難先等に関する情報提供書面」
の提出をお願いします。　　  （生活安全課）

　▶口座番号　00140-8-507　▶口座名義　日
本赤十字社東日本大震災義援金　郵便振替で
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中身が入ったびんや缶、ペットボトルがそのまま集積場所に出されているこ
とがあります。資源物にするためには、収集した後に一つ一つ取り除かなけれ

ばなりません。びんや缶などは必ず中身を捨てて、軽くすすいでから出してく
ださい。また、再生するときに材質が違うふたが混ざってしまうと、再生品の
品質に影響がでます。金属製のふたは、缶類のコンテナへ、プラスチック製の
ふたは可燃ごみへ、きちんと分別して入れるようにしましょう。

びん・缶・ペットボトルは軽くすすいでから

朝８時30分までに集積場所へ。不燃ごみは休日と重なった場合も収集 コ
ー
ス

該　　当　　地　　域
不
燃
ご
み

有
害
ご
み

可
燃
ご
み

び　
ん

缶　
類

ペッ
ト
ボ
ト
ル

紙
布　
類

紙
パ
ッ
ク5

月
の
資
源
物
・
ご
み
収
集
日

コ
ー
ス

該　　当　　地　　域
指定袋使用 資源物

不
燃
ご
み

有
害
ご
み

可
燃
ご
み

び　
ん

缶　
類

ペッ
ト
ボ
ト
ル

紙
布　
類

紙
パ
ッ
ク

9

村上（成田街道北側で新川西側）、
萱田町・萱田・大和田（成田街道北側から東葉
高速線南側）、
大和田新田（300・400・500・700番台の成田街道
北側から東葉高速線南側）、ゆりのき台１・２丁目

5
第１木

19
第３木

月
・
水
・
金

※
4
日
は
休
み

火

※
3
日
は
休
み

土

１
大和田（成田街道南側）、萱田町（成田街道南側）、
村上（3200・3300・3500番台の成田街道南側）、
大和田新田（県道幕張八千代線より東側）、
高津（県道幕張八千代線より東側）

3
第１火

17
第３火

月
・
水
・
金

※
4
日
は
休
み

木

※
５
日
は
休
み

土不
法
投
棄
通
報
受
付
専
用
電
話

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル（
フ
ァ
ク
ス
兼
用
）

０
１
２
０（
８や

ち

４よ

４し

）５ゴ

３ミ

０ゼ
ロ

通
報
の
際
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

2 八千代台北 10
第２火

24
第４火 10 高津（県道幕張八千代線より西側）、高津東大和田新田（100・200番台の成田街道南側）

12
第２木

26
第４木

3 八千代台西、八千代台南 17
第３火 休み 11 高津団地、大和田新田（1〜99番地の成田街道南側）

19
第３木 休み

4 八千代台東 24
第４火

10
第２火 12 大和田新田（900・1000・1100番台の成田街道北側から東葉高速線南側）、緑が丘２〜４丁目

26
第４木

12
第２木

5 上高野 4
第１水

18
第３水

火
・
木
・
土

※
3
日
は
休
み
。５
日
は
収
集
あ
り

金 月

13 勝田台 6
第１金

20
第３金

火
・
木
・
土

※
3
日
は
休
み
。５
日
は
収
集
あ
り

水

※
4
日
は
休
み

月
6 村上団地 11

第２水
25
第４水 14 勝田台南、勝田、ゆりのき台３〜８丁目、麦丸萱田町（東葉高速線北側）、萱田（東葉高速線北側）

13
第２金

27
第４金

7 村上（新川の東側）下市場、村上南
18
第３水 休み 15 大和田新田（東葉高速線北側）、吉橋、尾崎、緑が丘１・５丁目

20
第３金

6
第１金

8 神野、保品、下高野、米本、米本団地、堀ノ内
25
第４水

11
第２水 16 大学町、真木野、小池、佐山、平戸、神久保、島田台、島田、桑橋、桑納

27
第４金

13
第２金

▼
問
い
合
わ
せ
は
、ク
リ
ー
ン
推
進
課
（
４
８
３
）１
１
５
１
ま
た
は
清
掃

セ
ン
タ
ー
（
４
８
３
）４
５
２
１
へ

総合計画の概要
総合計画は、計画的なまちづくりの方向性を示

すものであり、基本構想、基本計画、実施計画に
より構成されています。

基本構想は、本市のまちづくりを進めていくう
えでの基本理念と将来目標および施策の大綱を示
し、総合的な行政運営の指針となるものです。基
本計画は、基本構想を実現するため、まちづくり
の基本的な施策を体系的に示す市政の基本的な計
画です。

実施計画は、基本計画に定めたまちづくりの基
本的な施策を効果的に実施するための具体的な事
業施策を明らかにするとともに、財源の裏付けを
伴う市政の具体的な計画です。

３つの基本理念
①誇りと愛着　市民の誰もが心からこのまちを愛
し、誇りを持ってこのまちに暮らしたいと願う、
そんな魅力あふれるまちづくりを推進します。
②共生と自立　市民やコミュニティの自主的活動
を促進し、市民と行政が互いにパートナーとして共
に支え合うまち、自立するまちづくりを推進します。
③安心と安全　市民の誰もが生涯にわたって、い
きいきと安心して暮らすことができるまち、快適
で安全な生活が送れるまちづくりを推進します。

将来都市像と将来人口・土地利用
　「快適な生活環境とやすらぎに満ちた都市　八 
千代」を将来都市像とし、基本構想の目標年度で

　

平
成
32
年
度
末
ま
で
を
計
画
期
間
と
す
る
第
４
次
総
合
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
総
合
計
画
は
、
長
期

的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
の
指
針
と
な
る
計
画
。
自
治
体
の
さ
ま
ざ
ま
な
計
画
の
最
上
位
に
位
置

す
る
計
画
で
、
全
国
の
市
町
村
で
策
定
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
こ
こ
で
は
、
総
合
計
画
の
基
本
構
想
と
基
本

計
画
を
６
つ
の
柱
に
沿
っ
て
紹
介
し
ま
す
。　
　

	

お
問
い
合
わ
せ
は
、
総
合
企
画
課
（
４
８
３
）１
１
５
１

快
適
な
生
活
環
境
と
や
す
ら
ぎ
に
満
ち
た
都
市
“
八
千
代
”

第
４
次
総
合
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

◀
緑
に
包
ま
れ
た
新
川
の
奥
に
住
宅
地
が
広
が
り
ま
す
（
萱
田
・
ゆ
り
の
き
台
地
区
）

ある平成32年度末の将来人口
は、21万8,000人と想定します。
　土地の利用にあたっては、都
市の主人公である市民を尊重し
たまちづくりをめざすうえで、
人間・自然環境・都市環境との
共生が図られるまちづくりの視
点が大切です。このような観点
から、第３次基本構想における
土地利用の基本方針である自然
の面積と都市の面積をそれぞれ
50％にするという原則を引き続
き継承し、秩序ある発展と土地
の有効利用に努めます。

■第4次総合計画の構成図

第４次基本構想
（10年間）
23年度〜32年度

前期実施計画
計画期間を3年間と
し、ローリング方式
により毎年度見直す

後期実施計画
計画期間を3年間と
し、ローリング方式
により毎年度見直す

前期基本計画
（５年間）

23年度〜27年度

後期基本計画
（５年間）

28年度〜32年度
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情
報
化
推
進
協
議
会
、
行
財
政
改
革
推
進
委
員
会
、
旅
館
等
審
議
会
の
市
民

委
員
を
募
集
し
ま
す
。
い
ず
れ
の
委
員
も
、
本
市
の
審
議
会
な
ど
の
委
員
を
５

つ
以
上
兼
ね
て
い
な
い
人
が
対
象
で
す
。
選
考
方
法
は
書
類
選
考
。
応
募
書
類

は
非
公
開
、
返
却
は
し
ま
せ
ん
。

【
情
報
化
推
進
協
議
会
】

　
情
報
化
推
進
協
議
会
で
は
、
行
政
運
営
の
効
率
化
・
高
度
化
を
図
る
た
め
、

情
報
化
推
進
に
関
す
る
協
議
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
▼
資
格　
市
内
在
住
の
成
人
で
情
報
化
に
関
心
が
あ
り
、
年
１
～
２
回
程
度

の
平
日
昼
間
の
会
議
に
出
席
で
き
る
人　
▼
募
集
人
数　
３
人　
▼
任
期　

23
年
７
月
～
25
年
７
月　
▼
報
酬　
会
議
１
回
に
つ
き
６
５
０
０
円　
▼
応
募

方
法　
任
意
の
Ａ
４
判
サ
イ
ズ
の
用
紙
に
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
電

話
番
号
、
性
別
、
生
年
月
日
、
主
な
職
歴
を
記
入
し
、「
情
報
化
に
つ
い
て
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
８
０
０
字
程
度
の
作
文
（
様
式
は
任
意
）
を
添
付
し
て
〒

２
７
６–

８
５
０
１ 

市
役
所
情
報
管
理
課
へ
郵
送
か
持
参
、
ま
た
は
メ
ー
ル
で

joukan1@
city.yachiyo.chiba.jp

へ
。
５
月
31
日
㈫
必
着
。

 

（
情
報
管
理
課
）

【
行
財
政
改
革
推
進
委
員
会
】

　
行
財
政
改
革
推
進
委
員
会
で
は
、
市
の
行
財
政
改
革
を
推
進
す
る
た
め
に
必

要
な
事
項
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
ま
す
。

　
▼
資
格　
自
治
体
の
行
財
政
に
関
心
が
あ
る
市
内
在
住
の
成
人
で
、
主
に
平

日
の
昼
間
に
開
催
す
る
年
２
回
程
度
の
会
議
に
出
席
で
き
る
人　
▼
募
集
人
数

３
人　
▼
任
期　
23
年
８
月
～
25
年
７
月　
▼
報
酬　
会
議
１
回
に
つ
き
７
０

０
０
円　
▼
応
募
方
法　
必
要
事
項
を
記
入
し
た
所
定
の
応
募
用
紙
と
「
八
千

代
市
の
更
な
る
行
財
政
改
革
の
推
進
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
８
０
０
字
程
度

の
作
文
を
〒
２
７
６–

８
５
０
１
市
役
所
行
財
政
改
革
推
進
課
へ
郵
送
か
持
参
、

ま
た
は
メ
ー
ル
で

gyoukakui2011@
city.yachiyo.chiba.jp

へ
。

５
月
31
日
㈫
必
着
。
応
募
用
紙
は
同
課
、
支
所
・
連
絡
所
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

 

（
行
財
政
改
革
推
進
課
）

【
旅
館
等
審
議
会
】

　
市
内
で
旅
館
な
ど
の
施
設
が
建
築
さ
れ
る
際
に
、
市
民
の
善
良
な
風
俗
や
環

境
の
保
持
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
審
議
し
ま
す
。

　
▼
資
格　
市
内
在
住
の
成
人
で
、
平
日
の
昼
間
に
開
催
す
る
会
議
に
出
席
で

き
る
人　
▼
募
集
人
数　
２
人　
▼
任
期　
23
年
７
月
か
ら
25
年
６
月
ま
で　

▼
報
酬　
会
議
１
回
に
つ
き
７
０
０
０
円　
▼
応
募
方
法　
任
意
の
Ａ
４
判
サ

イ
ズ
の
用
紙
に
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
電
話
番
号
、
年
齢
、
性
別
、
主

な
職
歴
を
記
入
し
、「
旅
館
な
ど
の
施
設
建
築
と
、
市
民
の
善
良
な
風
俗
や
環
境

の
保
持
及
び
青
少
年
健
全
育
成
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
８
０
０
字
程
度

の
作
文
を
添
付
し
て
、
〒
２
７
６–

８
５
０
１
市
役
所
建
築
指
導
課
へ
郵
送
か
持

参
、
ま
た
は
メ
ー
ル
で

kentiku3@
city.yachiyo.chiba.jp

へ
。
５
月

31
日
㈫
必
着
。 

（
建
築
指
導
課
）

協
議
会
な
ど
の
市
民
委
員
を
募
集
し
ま
す

この特集は次ページに続きます

　本市が目標とする「快適な生活環境とやすら
ぎに満ちた都市 八千代」を実現するため、次の
６つの柱を基本として、まちづくりを進めます。

1.	健康福祉都市をめざして
①保健・医療　市民の健康生活に向けた取り組
みを促し支援するほか、保健・医療・福祉・地
域の連携による効果的な健康づくりを推進する
とともに、疾病時に適切な医療が提供できる質
の高い医療体制づくりに努めます。
②社会福祉　行政のみならず、市民の能力も活
用した「支え合う地域ぐるみ福祉」を推進し、住
んでいてよかったと思える福祉社会を築きます。
③社会保険　医療・介護・年金の３つを柱とす
る社会保険制度の的確な運営と、被保険者への
サービス確保に努めます。

2.	教育文化都市をめざして
①教育　幼児教育、義務教育については、幼児、
児童生徒の増減動向に適切に対応し、教育施設
の整備、活用を図るとともに、国際化・情報化
など時代の変化に対応し、個性を生かす教育の
充実に努めます。高校教育については、地域社
会、小・中学校との連携を働きかけ、大学につ
いては、機能の地域社会への開放・交流、人材
活用の促進に努めます。
②生涯学習　いつでも、どこでも、だれでもが
自由に学習活動に取り組み、その成果を生かせ
るよう、生涯学習推進体制を整備します。
③文化　自分たちの住むまちに誇りと愛着が持

てるよう、市民文化の充実に努め、先人の残し
た貴重な文化財を後世に継承します。
④スポーツ・レクリエーション　市民の誰もが
生涯にわたってスポーツ・レクリエーションに
親しめる環境の整備・充実に努めます。
⑤青少年健全育成　青少年を支える体制づくり
が図れるようにするため、家庭教育・関係団体
の支援に努めます。
⑥男女共同参画社会　やちよ男女共同参画プラ
ンを策定し、仕事と生活の調和（ワーク・ライ
フ・バランス）を図りながら、男女が共同して
参画できる社会の実現に努めます。
⑦多文化共生　外国人を地域住民としてとらえ、
主体的に地域で活動を展開できるような拠点を
整備。また、外国人の活動支援、外国人との交
流を促進するための担い手の育成に努めます。

3.	環境共生都市をめざして
①環境との共生・保全　市民・事業者・行政の
３者の連携によって中長期的な視点での対策を
講じ、環境と共生する都市の実現に努めます。
②資源循環型社会の形成　一般廃棄物の適正処
理を行うとともに、３Ｒによる取り組みを推進
します。また、ごみ排出量に対応した焼却施設
の充実を図ります。

4.	安心安全都市をめざして
①市民の安心　生活上生じる問題への相談や消
費生活に関する情報の提供を行い、市民が安心
して暮らせるまちづくりに努めます。
②市民の安全　市民・地域・行政の連携により、
災害に強いまちづくりに努めます。また、事故
や火災、犯罪のないまちづくりに努めます。

5.	快適生活都市をめざして
①総合交通　バリアフリー化を促進するととも
に、鉄道・バスの公共交通機能の充実や道路な
ど交通施設の整備を推進し、将来を展望した総
合的な交通体系の整備の促進に努めます。
②公園・緑地　都市公園の総合的な整備を進め、
市民と一体となり、緑と花のまちづくりに取り
組みます。
③水道　水質の管理、水源の確保、災害に強い
施設整備および施設の延命化を図るため更新計
画を策定し、健全な経営に努めます。
④下水道　汚水については、処理区域の拡大、
ポンプ場の施設改修、管路の延命化を図る対策
を計画的に進めます。雨水については、豪雨な

どへの対策を計画的に進めます。
⑤市街地整備　総合計画に示した土地利用の基
本方針とゾーニング計画を基本とし、八千代市
都市マスタープランに沿った整備を進めます。
⑥住宅　少子・高齢化などに対応した住宅の供
給、良好な居住環境の形成を図ります。住宅支
援が必要な人の居住の安定・確保を図るため、
民間住宅の建設・改善誘導と市営住宅の有効活
用に努めます。

6.	産業活力都市をめざして
①農業　生産基盤の整備や安定した農業経営体
の育成、環境に配慮した農業経営への支援、生
産・加工・流通の推進、消費者との交流促進な
どを通じて、都市型農業の振興に努めます。
②商工業　地域に根ざした商工業の育成を基本
として、住宅都市での商工業の振興に努めます。
③観光　本市の恵まれた自然環境や歴史、特産
品、イベントなどを地域の観光資源とし、市民
や来訪者が楽しみ憩えるよう活用に努めます。
④労働環境　すべての人の意欲と能力が最大限
発揮できるよう、環境整備を図ります。

▲毎年９月23日に行われる佐山の獅子舞。昭和47年に
八千代市指定文化財の第１号となりました

◀
市
内
に
は
、
八
千
代
、
上
高
野
、　

　
吉
橋
工
業
団
地
が
あ
り
ま
す

構想の推進のために
＝市民主体による自立的な行政経営

①市民参画によるまちづくりの推進　情報提供、
情報公開、政策形成過程への参加はもちろんの
こと、行政主導による参画だけではなく、市民
主体による市政運営に努めます。
②地域の視点に立った主体的なまちづくりの推
進　市民の自主的なコミュニティ活動の促進に
努めます。また、平和と文化を基本とした本市
独自の平和施策や国内外交流を推進します。
③持続可能な行政経営の確立　行政が保有して
いる土地や施設などの有効活用を進め、市民サ
ービスの向上に努めます。

基本構想
23年度～32年度



4 （23.5.1）

　
八
千
代
市
子
ど
も
憲
章
は
、＂
自
然
・
夢
・
命
・

思
い
や
り
・
礼
儀
・
文
化
＂
の
６
項
目
に
つ
い
て

子
ど
も
た
ち
自
身
が
決
め
た
努
力
目
標
で
、
平
成

13
年
１
月
１
日
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。「
み
ん
な

が
一
人
の
た
め
に
、
一
人
が
み
ん
な
の
た
め
に
」

を
こ
こ
ろ
が
け
、
子
ど
も
た
ち
が
ま
ち
づ
く
り
に

参
加
し
て
い
く
こ
と
が
目
的
。大
人
に
と
っ
て
は
、

子
ど
も
を
支
援
し
、
健
全
育
成
を
推
進
し
て
い
く

指
針
と
な
っ
て
い
ま
す
。　　
　

    （
青
少
年
課
）

八
千
代
市
子
ど
も
憲
章

八千代市子ども憲
章・“プロジェクト
Ｄ”のＤは「どんぐ
り」のこと。どん
ぐりはこれから芽
生えていく子ども
たちのことです。

●

前期基本計画

リーディングプロジェクトリーディングプロジェクト

部門別計画部門別計画

　市の将来都市像を実現するために、先導的な
役割を担う事業をリーディングプロジェクトと
位置付け、重点的かつ戦略的に推進します。
　リーディングプロジェクトは、社会環境や市
民のニーズの変化に的確に対応しながら、それ
ぞれの行政分野の施策を有機的・横断的に連携
させて、相乗効果を意図し、今後のまちづくり
の方向、総合的に行っていく課題を明確にした
ものです。

　温室効果ガスの削減、新エネルギー・省エネ
ルギーへの取り組み、谷津里山・水辺の保全、
動植物の保護、ゴミの減量化や再資源化への取
り組みによる資源循環型社会の形成について、
市民・事業者・行政の連携による環境共生都市
の創造をめざします。
■主な事業　▶環境衛生保全事業　▶水環境対
策事業　▶大気環境対策事業　▶地質環境対策

　すべての市民が、住み慣れた家庭や地域で安
心して生きがいをもって暮らし、互いに尊重し
ながら人々が共に助け合い、生涯にわたって心
身ともに健康で生き生きと過ごせるよう、保健
と医療と福祉の連携による、健康福祉都市の創
造をめざします。
■主な事業　▶八千代市第２次健康まちづくり
プラン策定事業　▶予防接種事業　▶母子保健
事業　▶医療センター整備事業　▶看護師等確
保対策事業　▶子ども医療費助成事業　▶公立
保育園改修事業　▶放課後子ども教室推進事業
▶学童保育事業　▶母子生活支援施設・助産施
設措置事業　▶ひとり親家庭等日常生活支援事
業　▶母子（父子）寡婦福祉事業　▶児童発達支
援センター整備事業　▶八千代市第３期障害福
祉計画策定事業　▶障害者グループホーム等整
備費補助事業　▶福祉作業所整備事業　▶地域
密着型施設事業　▶老人ホーム等整備費補助事
業　▶生きがい対策事業　▶生活保護事業　
▶就労者支援事業　▶市営住宅維持管理事業　
▶社会福祉協議会運営補助事業　▶ふれあいプ
ラザ運営管理事業　▶福祉センター運営管理事
業　▶第二斎場建設事業　▶墓地運営管理事業

■次代を担う子どもたちの育成
　次代を担う子どもたちが健やかに育つために、
家庭・地域・行政が一体となって、必要な環境
の整備に努めます。
■超高齢社会への対応
　高齢者が、住み慣れた地域で、いきいきと安
心して暮らすために必要な環境を整えるととも
に生活を支えるサービスの提供に努めます。
■新川を中心とした快適空間の創造
　新川を中心とした周辺地区の水と緑の空間を、
人と人、人と自然のふれあいの場として一体的
に整備します。
■地球環境にやさしい暮らしの推進
　多くの環境問題が、私たち一人ひとりの日常
生活や事業活動に伴う環境への負荷が大きな要
因であることから、地球環境にやさしい暮らし
を推進します。
■安心・安全が目に見えるまちづくりの推進
　市民・地域・行政の連携・協力のもと、日常
生活を脅かす災害、事故および犯罪を未然に防
止するなど、市民が安心して安全に暮らせる地
域社会をめざします。
■共生と自立によるまちづくりの推進
　市民と行政が互いにパートナーとして支え合
いながら、共生と自立によるまちづくりを推進
します。
■情報社会への対応
　地域の情報化と行政の情報化を図るとともに、
個人情報の保護と適正な管理を行うなど、市民
に信頼される電子自治体の推進に努めます。

ともに、学校・家庭・地域社会が一体となって、
多様な体験活動や道徳教育の充実を図り、健康
で豊かな心を育むよう努めます。
　また、市民それぞれのライフステージに応じ
て、いつでも、どこでも、だれでも学習する機
会に恵まれた地域社会の実現を図るため、社会
教育で行われる多様な学習活動を含めた生涯学
習の振興、青少年の健全育成、男女共同参画の
推進、文化・スポーツの振興、多文化共生の推
進を図り、教育文化都市の創造をめざします。
■主な事業　▶幼稚園教育総務事業　▶私立幼
稚園教育振興事業　▶学校適正配置検討事業　
▶八千代台東小学校校舎改築事業　▶小中学校
校舎耐震改修事業　▶小中学校屋内運動場大規
模改修事業（高津小・村上東小・八千代台西中）
▶（仮称）学校給食センター西八千代調理場整備
事業　▶大学公開講座促進　▶大学公開講座の
支援　▶子ども読書活動推進事業　▶ブックス
タート事業　▶八千代市中央図書館・市民ギャ
ラリー整備事業　▶市民会館リニューアル整備
事業　▶文化芸術団体育成事業　▶文化財保護
普及事業　▶郷土博物館運営事業　▶文化伝承
館運営事業　▶総合グラウンド建設事業　▶国
際少年スポーツ交流事業　▶各種スポーツ団体
運営事業　▶青少年指導育成事業　▶青少年交
流事業　▶青少年センター運営事業　▶男女共
同参画に関する情報提供事業　▶女性、こころ
の悩み電話相談事業　▶男女共同参画センター
運営事業　▶国際推進事業　▶多文化交流セン
ター運営管理事業

　部門別計画では、前期基本計画の計画期間中
に行う事業を、将来都市像実現のための６つの
柱に沿って説明しています。ここでは、各部門
ごとにめざす方向と、主な事業名を紹介します。

　学校教育におい
ては、一人ひとり
を大切にしたきめ
細かな指導により、
基礎・基本を確実
に身に付け、確か
な学力を育てると

１．健康福祉都市をめざして

３．環境共生都市をめざして

２．教育文化都市をめざして

～
６
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５
日
㈰　
▼
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０
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▼
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※
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（
４
８
８
）６
７
１
１
へ

八
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マ
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催
し
ま
す

　
八
千
代
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
実
行
委
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会
で
は
、
家
庭
で
不
要
に
な
っ
た
物

品
の
再
利
用
を
目
的
に
八
千
代
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
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開
催
し
ま
す
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車
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公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
※
出
店
者
の
募
集
は
終
了
し
て
い
ま
す

　
▼
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５
月
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▼
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①
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青
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は
青
少
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23年度〜27年度
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ふ
る
さ
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン　
そ
ら
豆
収
穫
・

じ
ゃ
が
い
も
収
穫
体
験
の
参
加
者

フ
ァ
ミ
リ
ー･

サ
ポ
ー
ト･

セ
ン
タ
ー
の
会
員

千
葉
県
議
会
議
員
選
挙（
八
千
代
市
選
挙
区
）の
結
果

募
集

募
集

　市民だれもが、主体的にまちづくりに参画し、
愛着をもって住み続けたいと思える、アメニテ
ィに富んだまちづくりを推進するため、「市民

　市民がバリアフ
リーで円滑に移動
でき、かつ地球環
境に配慮した公共
交通機能の充実や
道路などの整備、
いつでも毎日の生
活にあたりまえのこととして使える水道・下水
道の整備、都市の再生や将来のまちづくりを見
据えた市街地整備、潤いとやすらぎを与えてく
れる緑地や公園の整備など、快適生活都市の創
造をめざします。
■主な事業　▶鉄道駅エレベーター等整備助成

　生産性の高い活
力ある都市型農業
の確立、集客力の
ある商業の振興、
工業団地を核とし
た工業の振興、観
光資源を活かした
観光の振興など、産業活力都市の創造をめざし
ます。
■主な事業　▶水田再基盤整備事業　▶やちよ
ふれあいの農業の郷整備事業　▶生産調整対策
事業　▶商業活性化事業　▶工業活性化事業
▶中小企業資金融資事業　▶観光資源の発掘・
活用事業　▶八千代ふるさと親子祭への支援事
業　▶八千代どーんと祭への支援事業　▶緊急
雇用創出事業　▶地域職業相談室事業　▶就業
支援・促進事業

　災害などから生命と財産が守られ、市民が安
心して安全に暮らすことができるよう、防災・
消防体制の充実や防犯・交通安全対策など生活
環境整備の推進に努めるとともに、市民・地域・
ＮＰＯ・企業・行政の連携による安心安全都市
の創造をめざします。
■主な事業　▶市民相談事業　▶消費生活情報
提供等事業　▶消費団体育成事業　▶消費者教
室開催事業　▶自主防災組織創設・育成事業　
▶防災行政無線整備事業　▶地域排水整備事業
▶準用河川高野川改修事業　▶勝田川改修事業
▶急傾斜地崩壊対策事業　▶東消防署移転・改
築事業　▶消防広域化事業　▶消防救急無線の
広域化及び共同化整備事業　▶消防水利整備事
業　▶防犯灯設置・維持管理支援事業　▶防犯
灯設置事業　▶自主防犯組織支援事業　▶交通
安全施設整備事業　▶放置自転車・自動車対策
事業　▶交通安全教育・啓発事業

事業　▶東葉高速鉄道支援事業　▶北部地域生
活支援バス運行事業　▶コミュニティバス等運
行事業　▶都市計画道路３・４・１号新木戸上
高野原線整備事業　▶都市計画道路３・４・６
号八千代台花輪線整備事業　▶都市計画道路３・
４・12号八千代台南勝田台線整備事業　▶都市
計画道路８・７・２号西八千代向山線整備事業
▶道路改良事業　▶辺田前土地区画整理地内近
隣・街区公園整備事業　▶西八千代北部特定土
地区画整理地内近隣公園建設事業　▶勝田台中
央公園整備事業　▶県立八千代広域公園建設の
整備促進　▶八千代台北子供の森用地取得事業
▶井戸長寿命化事業　▶米本浄水場施設改良事
業　▶西八千代配水管及び送水管布設事業　
▶給水区域の拡大事業　▶アセットマネジメン
ト（資産管理）事業　▶長寿命化対策事業　▶汚
水管

かんきょ
渠整備事業　▶西八千代北部地区公共下水

道事業（汚水・雨水）　▶ポンプ場改良事業　
▶雨水管渠整備事業　▶八千代市都市マスター
プラン見直し事業　▶西八千代北部特定土地区
画整理事業　▶大和田駅南地区土地区画整理事
業　▶木造住宅耐震診断等助成事業　▶市営住
宅耐震改修事業　▶市営住宅維持管理事業

と行政の共生」、「コミュニティ活動の促進」、
「新しい公共の構築」の観点から「市民主体に
よる自立的な行政経営」を基本方針と定め、構
想および計画を推進します。
■主な事業　▶新たな市民参画制度創設事業　
▶情報公開事業　▶市長への手紙　▶（仮称）地
域コミュニティセンター整備事業　▶コミュニ
ティ活動促進事業　▶（仮称）自治基本条例制定
検討事業　▶行政組織の見直し　▶基幹情報シ
ステム再構築事業　▶施設予約案内システム運
用事業

　土地利用の基本方針に基づき、市域の南部・
中央部・北部を既成市街地ゾーン・新市街地ゾ
ーン・自然環境保全ゾーンの３つの面的ゾーン
として設定するとともに、この３つの面的ゾー
ンを結ぶ軸となる新川および桑納川周辺を市民
のふれあいネットワークゾーンとしてコミュニ
ティの拠点区域とするなど、それぞれのゾーン
における整備の方向性を明らかにしたゾーニン
グ計画を定め、市域全体として均衡と調和のと
れた将来のまちづくりを進めます。

　ゾーニング計画との関連を踏まえつつ、市民
のより身近な地域における主体的なまちづくり
の指針として地域別計画を定め、地域の個性や
魅力を活かした地域づくりを推進。これを支え
る地域コミュニティを育み、活性化を図ること
により、市民主体の魅力あふれる地域づくりを
めざします。
■地域の設定　八千代市コミュニティ推進計画
におけるコミュニティ区域と同様、阿蘇地域、
村上地域、睦地域、大和田地域、高津・緑が丘
地域、八千代台地域、勝田台地域の７つを基本
とします。

事業　▶音・振動環境対策事業　▶新エネルギ
ー・省エネルギー推進事業　▶谷津・里山保全
事業　▶生き物調査事業　▶不法投棄等対策事
業　▶リサイクル推進事業　▶リサイクルセン
ター整備事業　▶焼却炉施設基幹的設備改良事
業　▶最終処分場活用事業

　計画書は、市Ｈ
ホームページ

Ｐ、市内図書館、市役所１
階情報公開室でご覧いただけます。また、市
役所３階総合企画課で「八千代市第４次総合
計画」を１部1,000円、「前期実施計画」を１
部100円で販売しています。お問い合わせは、
総合企画課　483-1151（代表）へ

５．快適生活都市をめざして

計画の推進のために
＝市民主体による自立的な行政経営

６．産業活力都市をめざして

４．安心安全都市をめざして

ゾーニング計画ゾーニング計画

地域別計画地域別計画

　
４
月
10
日
に
行
わ
れ
た
千
葉
県
議
会
議
員
選
挙
（
八
千
代
市
選
挙
区
）
の
選

挙
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
八
千
代
市
以
外
の
選
挙
区
の
結
果
に
つ
い
て
は

県
選
挙
管
理
委
員
会
へ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
選
挙
管
理
委
員
会
）

　
申
し
込
み
は
、
い
ず
れ
も
参
加
費
を
添
え
て
直
接
ふ
る
さ
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

事
務
室
へ
。
複
数
区
画
の
申
し
込
み
も
で
き
ま
す
。

■
そ
ら
豆
収
穫
体
験
の
オ
ー
ナ
ー

　
▼
募
集
期
間　
５
月
２
日
㈪
～
５
月
15
日
㈰　
▼
収
穫
時
期　
５
月
22
日
㈰

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
で
は
、
会
員
同
士
で
子
育
て
を
支
援

す
る
相
互
援
助
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
主
な
内
容
は
、
お
子
さ
ん
を
一
時
的・

補
助
的
に
預
か
る
「
育
児
支
援
」
と
産
褥じ
ょ
く

期
の
お
母
さ
ん
の
家
事
を
手
伝
う

「
産
後
支
援
」で
す
。
入
会
を
希
望
す
る
人
は
セ
ン
タ
ー
に
電
話
で
申
し
込
ん
で

か
ら
、
入
会
の
資
料（
入
会
の
て
び
き
）に
沿
っ
て
会
員
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

お
子
さ
ん
を
預
か
る
協
力
会
員
を
希
望
す
る
人
は
、
年
齢
・
性
別
・
資
格
な
ど

は
問
い
ま
せ
ん
が
、
当
セ
ン
タ
ー
主
催
の
基
礎
研
修
会
を
１
日
受
講
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
地
域
の
子
育
て
支
援
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
の
あ
る
人
は
、
ぜ

ひ
研
修
会
に
参
加
し
て
会
員
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
▼
申
し
込
み　
月
曜
～
金
曜
日
（
祝
日
、
年
末
年
始
は
休
所
）
午
前
９
時
～

午
後
４
時
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー　
（
４
８
７
）８
３
０
０
へ

【
基
礎
研
修
会
の
日
程
】　
５
月
16
日
㈪
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分
／

す
て
っ
ぷ
21
勝
田
台
、
７
月
６
日
㈬
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分
／
教
育

委
員
会
庁
舎
、
９
月
12
日
㈪
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分
／
す
て
っ
ぷ
21

勝
田
台　
　
※
２
か
月
に
１
度
開
催
し
て
い
ま
す

【
開
票
結
果
】
４
月
10
日
午
後
９
時
55
分
確
定　

（
得
票
順
）

【
投
票
結
果
】
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５　月　の　相　談　案　内
ふれあい
相 談 所

高
齢
者
総
合
相
談

緑
の
相
談

子
ど
も
の
総
合
相
談

（
０
～
18
歳
）

こ
と
ば
と
発
達

の

相

談

青
少
年
の
非
行

に
関
す
る
相
談

教
育
相
談

適
応
支
援
相
談

消
費
生
活
相
談

女
性
、こ
こ
ろ
の

悩
み
電
話
相
談

住
宅
耐
震
相
談・

建
築
相
談

内
職
相
談

職
業
相
談

（
地
域
職
業
相
談
室
）

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

ほ
っ
と
相
談

納
税
相
談

人
権
・
悩
み

ご
と
の
相
談

戸
籍
相
談

宅
地
建
物
相
談

登
記・測
量
相
談

行
政
書
士
相
談

予約制 行
政
相
談

交
通
事
故
相
談

税
務
相
談

法
律
相
談

※
１
案
件
に
つ
き

　
　
　
１
回
限
り

心
配
ご
と

相

談
火・木
曜
日
13
時
～
16
時

月～金曜日
８時30分～17時

26
日
㈭

	

10
時
～
15
時
30
分

月
～
金
曜
日

	

８
時
30
分
～
17
時

月
～
金
曜
日

	

９
時
～
17
時

月
～
金
曜
日

	

９
時
～
16
時

月
～
金
曜
日

	

９
時
～
16
時

月
～
金
曜
日

	

９
時
30
分
～
17
時

月
～
金
曜
日

	

９
時
～
12
時・13
時
～
16
時

火
・
木
・
金
曜
日

	

９
時
～
16
時

９
日
㈪
（
予
約
制
）

	

13
時
～
16
時

火
・
金
曜
日

	

10
時
～
12
時・13
時
～
16
時

月
～
金
曜
日

	

９
時
～
17
時

11
日
㈬
（
予
約
制
）

	

９
時
30
分
～
15
時
30
分

15
日・22
日・29
日
㈰

	

９
時
～
16
時

12
日
㈭	

13
時
～
16
時

問
健
康
福
祉
課

月
～
金
曜
日　
８
時
30
分
～
17
時

20
日
㈮	

13
時
～
16
時

12
日
㈭	

13
時
～
16
時

19
日
㈭	

13
時
～
16
時

11
日
㈬・25
日
㈬	

10
時
～
15
時

23
日
㈪	

９
時
30
分
～
15
時

６
日
㈮・10
日
㈫・11
日
㈬・13
日
㈮

17
日
㈫・18
日
㈬・20
日
㈮・24
日
㈫

27
日
㈮	

９
時
30
分
～
15
時

16
日
㈪	

13
時
～
16
時

地域包括支援センター
（
４
８
３
）１
１
５
１	

大
和
田・睦

　
　

内
線（
２
２
８
５
～
７
）

（
４
８
９
）４
６
５
５	

高
津・緑
が
丘

（
４
８
１
）７
４
１
１	

八
千
代
台

（
４
０
５
）４
１
７
７	

村　

上

（
４
８
８
）９
５
２
５	

阿　

蘇

（
４
８
１
）３
５
１
５	

勝
田
台

社
会
福
祉
協
議
会
相
談
専
用

　

（
４
８
７
）２
９
４
０

環
境
緑
化
公
社

　

（
４
５
８
）６
４
４
６

子
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー

直
通
（
４
８
４
）２
９
５
４

こ
と
ば
と
発
達
の
相
談
室

　

（
４
８
６
）９
８
８
７

青
少
年
セ
ン
タ
ー

　

（
４
８
３
）２
８
４
２

教
育
セ
ン
タ
ー

　

（
４
８
６
）８
８
６
６

フ
レ
ン
ド
八
千
代

　

（
４
８
６
）１
０
１
９

消
費
者
生
活
セ
ン
タ
ー

　

（
４
８
５
）０
５
５
９

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

相
談
専
用

　

（
４
８
５
）７
３
３
３

建
築
指
導
課

職
業
相
談
室（
１
階
）

障
害
者
支
援
課

納
税
課（
３
階
）

市
役
所
１
階

　
　
　
第
３
相
談
室

戸
籍
住
民
課

生
活
安
全
課

※
予
約
制
以

外
の
各
種
相

談
は
当
日
受

け
付
け
。
15

時
30
分
ま
で

に
電
話
か
直

接
窓
口
で
申

し
込
み
を

市役所　 ４８３－１１５１（代表）

【マタニティ講座・全２	
回】　友達をたくさん作
って、妊娠・出産・子育 

てを楽しみましょう。 ▼日時/内容 ①
６月９日㈭午後１時15分～３時45分/
助産師による妊婦体操など　②16日㈭
午前11時～午後３時15分/簡単な調理
実習と歯科医師による講話など。いず
れも15分前から受け付け　 ▼場所　保
健センター　 ▼対象　初めて赤ちゃん
を迎える人、なるべく妊娠７か月前後
を目安に受講を。２人目以降の場合は
要相談　 ▼持ち物　母子健康手帳、筆
記用具、飲み物。②は食材費150円と
おにぎりなど主食　 ▼申し込み　電話
で母子保健課へ
【マタニティ広場】　地域子育て支援
センターで妊婦さんや先輩ママとの交
流会を開催しています。先輩ママは赤
ちゃんもつれてきてくれます。出産準
備や分娩のこと、子育てのことなどた
くさん聞いて不安を解消しましょう。
母子健康手帳と一緒に交付した、すく
すくセットの「赤ちゃんを迎えるあな
たに」を参考に各地域子育て支援セン
ターへ電話で申し込んでください。

▼６月の日程　８日㈬：米本南保育園
・睦北保育園、15日㈬：八千代台南保
育園、17日㈮：高津南保育園、29日㈬
：ゆりのき台保育園

赤ちゃんが生まれたら 
「出生連絡票」の提出を忘れずに

　市では、出生後の赤ちゃんの様子や
お母さんの体調について伺い、状況に
応じて、電話や訪問による育児相談や
赤ちゃんの成長の確認、母子保健サー
ビスの紹介などを行っています。子ど
も医療費助成申請などの手続きをする

〒276-0042	ゆりのき台2-10
保健センター母子保健課　 486-7250
　　　　　　健康づくり課　 483-4646

市役所
〒276-8501	大和田新田312-5
483-1151（代表）

こどもの日はふれあいプラザの	
プールが中学生以下無料
　５月５日こどもの日は、市内在住の
中学生以下の子どもは、ふれあいプラ
ザの温水プールを無料で利用できます。
利用時間は、午前９時30分から午後８
時まで。水泳帽子を持参してください。
 （ふれあいプラザ 487-1511）

子ども医療費助成受給券の	
自己負担金が改正されます
　23年８月診療分から、子ども医療費
助成受給券の医療自己負担金額が県の
基準金額と同額に改正されます。

　 ▼対象　子ども医療費助成の対象と
なっている乳幼児及び小中学生　 ▼改
正後の自己負担金額　入院１日・通院
１回あたり300円（非課税世帯は０円）。
※医療自己負担金額の変更に伴う申請
は必要ありません。新年度の受給券を
７月中旬頃に発送します

軽自動車などをお持ちの人へ
　４月１日現在で、原動機付自転車や
軽自動車などの所有者に、軽自動車税
納税通知書を５月上旬に発送します。
納期限は５月31日㈫です。期限内納付
にご協力ください。
　軽自動車税の減免は、 ▼身体または
精神に障害があり、歩行が困難な人の
ために使用 ▼公益のため専用すると認
められるものが対象になります。減免
を受ける場合は、納期限の７日前まで
に申請してください。必要な書類など、
詳しくは市民税課へ。

国民年金保険料は退職（失業）による	
特例免除があります
　国民年金保険料は退職（失業）で納
付が困難な人に、本人の所得を除外し
て審査を行う特例免除があります。特
例免除期間は、保険料を一部納付した
ことになり、障害基礎年金や遺族基礎
年金などを請求する際に、納付済み期
間と同じ扱いになります。
　申請は、年金手帳、認印（本人署名

ときに、母子健康手帳交付時に渡され
た「出生連絡票」を、元気子ども課、
支所・連絡所、母子保健課（保健セン
ター内）へ生後１か月以内に持参また
は郵送してください。

１歳６か月児・３歳
児の健康診査

　お子さんの発育・発達や生活習慣、
子育ての状況などを、かかりつけの医
師と確認する大切な機会ですので、ぜ
ひ健診を受けましょう。対象者には個
人通知します。転入などで通知が届か
ない場合にはご連絡ください。 ▼対象
者　１歳６か月児健康診査は１歳６か
月～２歳未満。３歳児健康診査は３歳
４か月～４歳未満
※１歳６か月児健康診査の歯科健診は
１歳10・11か月に保健センターで行い
ます。詳しい日程は、封書でお知らせ
します。問い合わせは同課へ

２歳６か月児歯科健診（予約制）
　歯科医師による健診や相談、歯科衛
生士の歯みがき実習。 ▼日時　６月20
日㈪・21日㈫受け付けは午前９時30分
～10時　 ▼場所　保健センター　 ▼対
象　20年12月生まれ　 ▼申し込み　６
月10日㈮までに電話で同課へ

食生活相談（予約制）
　乳幼児期・学童期・思春期のお子さ
ん、妊産婦さんの食生活や栄養につい
て栄養士が相談に応じます。 ▼日時　
第２・４火曜日、午後１時30分～４時
30分　 ▼場所　保健センター　 ▼申し
込み　電話で同課へ

心も体もほぐす
「げんき広場」

●やちよ元気体操で元気はつらつ！
　やちよ元気体操は脚力アップや肩こ
り、腰痛予防も期待できます。立って
でも座ってでも出来る簡単な体操です
ので、体力に自信の無い人でも、気軽
に参加を。医師から運動を制限されて

の場合は不要）、退職日が確認できる
公的機関の証明（雇用保険受給資格者
証、雇用保険離職票等）の写しを持参
し、市役所国民年金室または、支所・
連絡所へ。配偶者や本人以外の世帯主
に一定以上の所得があるとき、承認さ
れない場合もあります。詳しくは、国
民年金室へ。

小・中学校のプールを	
夏休みに貸し出します
　市立小・中学校のプールを責任者の
明確な団体に貸し出します。説明会は、
５月16日㈪午後２時から市教育委員会
庁舎第１・２会議室で開催、必ず参加
してください。
　 ▼期間　７月21日㈭～８月31日㈬　

（学校閉鎖期間と土曜・日曜日を除く）
　 ▼申し込み　５月31日㈫までに申請
書を文化・スポーツ課窓口へ持参（申
請書は各学校に設置）。詳しくは文化 
・スポーツ課 481-0305へ

県税は市役所などで納められます
　自動車税、不動産取得税などの千葉
県税は市役所会計課窓口、支所、連絡
所でも納められます。自動車税の納期
限は５月31日㈫です。 （会計課）

谷津・里山保全計画（概要版）を配布
　23年３月に策定した、八千代市谷
津・里山保全計画の概要版を、無料で
配布しています。希望者は市役所２階
環境保全課へ。部数に限りがあります。
市のホームページからもダウンロード
できます。 （環境保全課）

環境学習ボランティアを募集	
環境学習講座の申し込みは随時
　市では、環境学習ボランティア制度
を17年度から実施。制度は、環境学習
をボランティアで行う市民、団体に講
師として登録していただき、環境学習
を行おうとする人たちに紹介するもの
です。環境学習の分野は、地球温暖化
防止、大気、水質、自然環境、動植物・
昆虫、谷津・里山保全、自然観察、環
境にやさしい暮らしなどです。
　講師の登録及び環境学習講座の申し
込みは、随時募集しています。登録、
申し込みの様式は市ホームページから
ダウンロードできます。（環境保全課）

献
　
血

●５月７日㈯・15日㈰　午前10
時～11時45分・午後１時～４時
30分、フルルガーデン八千代店
（八千代市献血推進協議会主催）
●５月14日㈯　午前10時～11時
45分・午後１時～４時、三菱東
京ＵＦＪ銀行八千代支店
（八千代ライオンズクラブ主催）

■
平
成
23
年
度
千
葉
県
調
理
師
試
験　
試
験
日
７
月
20
日
㈬
、
幕
張

メ
ッ
セ
展
示
ホ
ー
ル
。
受
験
資
格
は
中
学
卒
業
以
上
で
、
飲
食
店
等

で
２
年
間
以
上
の
調
理
業
務
に
従
事
し
た
人
。
願
書
受
付
は
５
月
17

日
㈫
～
19
日
㈭
。
願
書
配
布
・
問
い
合
わ
せ
は
習
志
野
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー
地
域
保
健
福
祉
課
（
４
７
５
）５
１
５
３

■（
財
）印
旛
沼
環
境
基
金
助
成
事
業
の
助
成
金
交
付
団
体
を
募
集

　
印
旛
沼
の
環
境
保
全
の
た
め
の
活
動
を
し
て
い
る
団
体
な
ど
が
対

象
。
事
業
費
の
３
分
の
２
以
内
で
１
団
体
20
万
円
を
限
度
に
基
金
の

予
算
の
範
囲
内
で
交
付
。
応
募
の
締
め
切
り
は
６
月
10
日
㈮
。
申
し

込
み
は
、
申
請
書
類
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
郵
送
ま
た
は
持
参
。

詳
し
く
は
同
基
金
０
４
３（
４
８
５
）０
３
９
７
へ

番

救急車の適正利用に
ご協力ください

火災場所の問い合わせは 459-0119へ

出動件数 ３月 １～３月
救急 720件 1,990件

火災・その他 123件 332件

火災・救急時には 番119
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国
道
16
号

村上駅
村上橋

新川大橋

八千代中央駅

ゆ
り
の
き

通
り

●市役所

八千代中央駅

菅
田
小
●

【トップス 488-1632】きょうだいの
子育て、どうしてる？…５月24日㈫
【たんぽぽ 482-0925】自分らしく子
育て…５月25日㈬　【のびのび 486-
6716】イヤイヤの時期、どう付き合
う？…５月26日㈭　【こあら 450-09
42】子育てしながら自分の時間をもつ
ということ…5月31日㈫
消防本部警防課 459-7804　◆普通救
命講習会　ＡＥＤを含む心肺蘇生法な
ど。修了者には「普通救命講習修了
証」を交付。15歳～70歳対象。先着15
人。※申込者が少数の時は、希望に添 
えない場合があります。時５月22日㈰
午後１時30分～４時30分　費600円（教
本代など）所中央消防署　申13日㈮ま
でに電話で同課へ。午後５時15分以降
と土・日曜日、祝日は 459-2441へ

環境保全課 483-1151
◆島田谷津自然調査観察
会／初夏編　島田谷津周

辺の歴史や生態の調査方法を学び観察。
先着20人。時５月29日㈰午前９時40分
ふれあい睦集合、正午解散　※雨天中
止　費50円（保険料）　申５月19日㈭
までに電話で同課へ
総合生涯学習プラザ 487-3718　◆ス
プリングコンサート　ピアノやヴァイ
オリンなどの弦楽合奏団によるクラシ 
ックの演奏会を開催します。①第１部 

「クラシックに隠れた動物たちと遊ぶ」
親子対象、先着200人。②第２部「本格
派クラシックの名曲を楽しむ」　成人
対象、先着200人。時５月29日㈰　
①午後１時～午後２
時30分、②午後３時
～午後５時（①②入
れ替え制）申①②の
いずれかを電話で同
プラザへ

市民体育館 485-7200
◆前期バドミントン教室
・全４回　成人対象。60

人。申込者多数の場合、抽選。初心者、
初級、中級。時６月９日・16日・23日・
30日いずれも木曜日午前９時～正午

（受け付けは午前８時30分から）費
2,000円（傷害保険等含む）申往復は
がきに住所、氏名（フリガナ）、年齢、
電話番号、希望クラス、返信先を記入
し、５月15日㈰必着で〒276-0043萱田
1220市民体育館へ郵送

八千代台公民館 483-55
53　◆おはなしと映画の
会　絵本の読み聞かせ、

紙芝居、映画、工作など。４歳以上対
象。時５月14日㈯午前10時30分～11時
45分　申当日直接同館窓口へ

大和田図書館 482-3240
◆絵本の読み聞かせ講座
／初級編・全２回　地域

や学校で絵本の読み聞かせのボランテ
ィア活動を行っている人対象。先着50
人。時５月24日㈫・５月31日㈫の10時
～正午　所大和田図書館学習室　申電
話か直接同館窓口へ

郷土博物館 484-9011
◆国際博物館の日記念講
演会「佐倉惣五郎と宗吾

信仰」市域の半分は、江戸時代は佐倉
藩領でした。佐倉藩に関わる人物とし
て有名な佐倉惣五郎
について学びます。
先着100人。時５月15
日㈰午後１時30分～
３時　申電話か直接
同館窓口へ

◆子育てワークショップ
「おしゃべり広場」　子
育てに関することをお母

さん同士でおしゃべりしませんか。保
育あり、要予約。時間はすべて午前10
時15分~11時45分。【すてっぷ21勝田
台 487-4827】子育て中の夫婦のコ
ミュニケーションのこと…５月10日㈫
【すてっぷ21大和田 486-7455】子育
て中のイライラのこと…５月20日㈮

ミ
ニ
・
ガ
イ
ド

　特に表示されていないものは受講
無料です。詳しくは各主催者に問い
合わせてください。

●
ふ
ゆ
み
ず
田
ん
ぼ
で
お
コ
メ
作
り
体
験　
５
家
族
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
若
干
名
募
集
、
参
加
費
１
家
族
５
０
０
円
。
現
地
見
学
と
説
明
会

…
５
月
15
日
㈰
13
時
30
分
少
年
自
然
の
家
駐
車
場
集
合
（
保
品
１
０

６
０

－

２
）　
田
植
え
…
６
月
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日
㈭
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時
30
分
八
千
代
市
保
品
野

草
保
存
園　
申
し
込
み
は
、
５
月
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日
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で

八
千
代
自
然
と
環
境
を
考
え
る
会・佐
藤

（
４
５
０
）８
４
６
８

へ
。
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

●
初
心
者
テ
ニ
ス
教
室
・
全
４
回　
先
着
40
人
。
６
月
１
日
～
22
日

の
毎
週
火
曜
日
９
～
11
時
（
予
備
日
６
月
29
日
㈬
）
、
新
川
１
・
２

番
コ
ー
ト
。
２
０
０
０
円
。
往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
性
別
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
返
信
先
を
書
き
、
〒
２
７
６

－

０
０
４
６
大
和

田
新
田
１
３
８

－

45
㈲
サ
ン
イ
ー
ス
ト
内
テ
ニ
ス
協
会
指
導
普
及
担

当
前
田
０
９
０（
８
８
９
３
）４
７
１
８
へ
郵
送

●
春
の
写
生
会
参
加
者
募
集　
５
月
15
日
㈰
10
時
～
15
時
30
分
、
ア

ン
デ
ル
セ
ン
公
園
。
雨
天
中
止
。
往
復
バ
ス
希
望
者
勝
田
台
駅
北
口

ロ
ー
タ
リ
ー
９
時
20
分
集
合
。
親
子
で
参
加
歓
迎
。
参
加
費
５
０
０

円
（
小
学
生
以
下
無
料
）
。
入
園
料
各
自
負
担
。
１
％
支
援
制
度
対

象
事
業
。
申
し
込
み
は
５
月
10
日
㈫
ま
で
に
八
千
代
市
美
術
ア
カ
デ

ミ
ー
写
生
係
高
岡

（
４
８
６
）０
９
２
２
へ

●
ビ
ュ
ー
テ
ィ
コ
ア
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
体
験
講
習
会
・
無
料　
ス
ト
レ

ッ
チ
と
筋
力
ア
ッ
プ
の
90
分
。
５
月
９
日
㈪
10
時
新
木
戸
公
会
堂
。

10
日
㈫
11
時
市
民
体
育
館
。
17
日
㈫
９
時
20
分
緑
が
丘
自
治
連
合
会

館
。
申
し
込
み
は
安
原
０
９
０（
７
６
８
６
）３
３
６
７
へ

■
５
月
の
習
志
野
演
習
場
訓
練
日
程　
気
象
条
件
等
に
よ
り
一
部
変

更
ま
た
は
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
【
落
下
傘
降
下
訓
練
】
飛

行
機
…
19
日
㈭
、
20
日
㈮
、
23
日
㈪
～
27
日
㈮
、
30
日
㈪
、
31
日
㈫

８
時
～
18
時　
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
…
な
し
（
大
震
災
の
状
況
に
よ
り
変

更
あ
り
）
【
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
離
着
陸
訓
練
】
な
し
（
大
震
災
の
状
況

に
よ
り
変
更
あ
り
）。　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
。
習
志
野

駐
屯
地
第
１
空
挺
団
広
報
班
（
４
６
６
）２
１
４
１

■
自
動
車
税
の
納
期
限
は
５
月
31
日
㈫
で
す　
５
月
上
旬
に
納
税
通

知
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
金
融
機
関
な
ど
で
早
め
に

納
め
ま
し
ょ
う
。
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
一
部
を
除
く
）
で

も
納
付
が
で
き
ま
す
。
県
自
動
車
税
事
務
所

０
４
３（
２
４
３
）

２
７
２
１

いる人はご遠慮ください。飲み物、タ
オル持参。

　 ▼日時　①５月11日～７月20日の毎
週水曜日（７月13日を除く）、午前９時
30分～10時30分（初日は午前11時まで）
②５月27日～８月５日の毎週金曜日

（７月１日を除く）、午前10時～11時（初
日は午前11時30分まで）　 ▼場所　①
大和田公会堂（駐車場無し）　②ふれ
あいプラザ　 ▼定員　①②ともに先着
30人　 ▼申し込み　電話で同課へ

習志野健康福祉センターから
●ＨＩＶ抗体・肝炎検査（予約制）
　検査は無料・匿名で受けられます。Ｂ
型肝炎・Ｃ型肝炎のみの検査も可能です。

▼日時　６月２日㈭の午前９時～10時
（ＨＩＶ）、午前９時30分～10時（肝炎）、
午後５時30分～７時（ＨＩＶ・肝炎）、
５月19日㈭の午後１時～２時（ＨＩＶ）、
午後１時30分～２時（肝炎）　 ▼申し込
み　健康生活支援課 475-5154へ
●女性のための健康相談（予約制）
　女性特有の症状について女性医師等
が無料で相談に応じます。 ▼日時　５
月13日㈮午前９時30分～11時30分、５
月18日㈬午後２時～４時、６月10日㈮
午前９時30分～11時30分　 ▼申し込み
電話で地域保健福祉課 477-2119へ
●特定疾患医療受給者票の継続申請手
続き　 ▼期間　６月１日～７月29日（土
曜・日曜日、祝日を除く）　 ▼時間　午
前９時～11時30分、午後１時～４時30
分　 ▼場所　習志野健康福祉センター

▼問い合わせ　健康生活支援課 475-
5154

　【バドミントン】市内在住、在勤、
在学（高校生以上）または在クラブ対
象。①男女ダブルス１～４部　②男女
シングルス　一人一種目のみ。①②と
も予選リーグ後決勝トーナメント　時
６月19日㈰　所市民体育館　費800円
（高校生500円）　申６月３日㈮まで
に八千代市バドミントン協会ホームペ
ージで必要事項と連絡先を記入。問い
合わせは同協会 080-6547－7625

　会員募集は不定期掲載です。掲載は
１団体、年（１～12月）１回までです。
今回は、１月21日までに受け付けたも
のを掲載します。

●健康体操・自
じきょうじゅつ

彊術　日本古来の自彊
術体操を習い行い、健康の維持と促進、
各諸症状の改善を目指します。毎週火
曜日13時～15時、八千代台公民館。月
3,000円。小野 090-2448-1144（18時
以降）
●ペン習字愛好会　講師を招き、毎月
届く学習用教本誌を手本にボールペン・
筆ペンを使って学習します。第１・３
金曜日９時30分～11時30分、５月は小
板橋公会堂。入会1,000円、月2,300円

（テキスト代含む）。松本 482-2229
●カラオケサークル演ＪＯＹ　新曲演
歌・歌謡曲の学習をします。今回の募
集は女性限定。第２・４月曜日13時～
14時30分、緑が丘公民館。入会300円、
月3,000円。吉原 459-2172
●フレイヤ水彩会　水彩画を基礎から
学びます。成人対象。第２・４金曜日
９時30分～12時、見学自由、緑が丘公
民館。月2,500円。宮下 450-6215
●暁

あかつきかい

会・いけ花サークル　文化祭（公
民館祭出品）、県・市の花展に出品。
いけ花を楽しく自分のものとしていけ
ることを目標としています。18歳以上
の男女対象。第２水曜日９時～11時30
分、緑が丘公民館。月3,000円（花代
込み）。大

お お ば
庭 450-3816

●若葉吟詠愛好会　詩吟を習いません
か。漢詩や和歌などの吟詠。初心者歓
迎。見学も可。第２・４水曜日10時～
12時、八千代台東南公民館。月3,000
円。加瀬 483-7783（18時以降）
●ＹＡＣＨＩＹＯフォーク村　70年代
フォークを一緒に楽しみませんか。演
奏や情報交換。初心者歓迎。月１回

（不定期）、八千代台公民館。必要に
応じて実費。山口 090-4965-9765
●八千代市美術アカデミー　油絵勉強
会。毎週火・金曜日午前クラス10時～
12時30分・午後クラス13時30分～16時、
勝田台小学校美術教室。入会1,000円、
月4,000円。平沢 482-7746
●夢

む

志
し

焼
やき

　作陶。みんなで楽しく作品
をつくっています。第２・４木曜日９
時～12時、高津公民館。月1,000円。薄
井 486-3750
●南米サッカーサークル“エベネセル”
毎週日曜日15時～17時。八千代台東第
二小または八千代台西小。入会1,000円、
月2,000円。山本 080-5671-1966
●文章の会・せせらぎ　日ごろの思い
を文章に残しませんか。和やかな集ま
りです。第２・４月曜日13時～16時、
福祉センター。入会1,000円、月500円。
原 482-5921
●翆
すい

の会　実用書道。初心者歓迎。第１・
３金曜日10時～12時、緑が丘自治連合
会館。月3,000円。岩井 450-8953
●手話ダンス“スマイル”　手話に興
味のある人歓迎。毎週木曜日10時～12
時、ふれあいプラザ。月1,000円。齋藤

487-6863
●健康矯正体操・体操三井島システム
全身の筋肉を動かし、歪

ゆが
みを矯正しま

す。毎週月曜日10時～11時、勝田台会
館。毎週金曜日14時～15時・19時～20時、
栄町公会堂。入会3,000円、月3,000円。
鈴木 090-4454-0773

市民体育大会の参加者募集

会 員 募 集

◆急病のときは、まず、
当番医で受診を

テレホン案内

482－6870
内科系（小児科）

482－6871
外科系・その他の科目

482－6872
歯科

※小児科･その他の科目･歯科
は、日曜・祝日・年末年始
の8:30～17:00のみ

こども急病電話相談
お子さんの急病時、受診が必要か判断に迷う時など
に看護師や小児科医が相談に応じます。
毎日19～22時局番なしの ＃8000

やちよ夜間小児急病センター

※23時以降は 450－6000へ
毎日18～23時 458－6090

※ダイヤル回線からは 043－242－9939

月～金曜日
19:00～
　　 翌８:30
土曜日
17:00～
　　 翌８:30
日曜日
祝　日
年末年始
8:30～
　　 翌８:30

東京女子医科大学八千代医療センター内
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一
句
目
、「
に
は
た
ず
み
」は
雨
が
降
っ
て
地
上
に
溜
ま
り

　
　
　
　
流
れ
て
い
る
水
の
事
。
水
溜
り
を
言
う
時
も
あ
る
。
雨
後
の

明
る
く
な
っ
た
空
が
水
溜
り
に
映
っ
て
い
る
。
辺
り
に
は
沈
丁
花
の
高

い
香
り
が
漂
っ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
の
事
だ
が
、
何
と
も
言
え
ぬ
情
感

が
心
に
残
る
。
二
句
目
、「
東こ

ち風
」は
、
早
春
の
柔
ら
か
い
東
風
の
事
。

仕
事
を
終
え
て
外
へ
出
る
と
、
寒
気
の
緩
ん
だ
夕
風
が
心
地
良
い
。
そ

れ
に
力
を
得
て「
明
日
も
ま
た
元
気
に
働
こ
う
」と
背
伸
び
を
し
て
い
る

作
者
。「
朝
東
風
」も
よ
く
詠
ま
れ
て
い
る
。
三
句
目
、「
余
寒
」
は
寒

明
け
以
後
の
寒
さ
を
言
う
。
痛
む
腰
や
膝
に
湿
布
薬
を
貼
り
、
そ
の
匂

い
に
ふ
と
老
い
の
淋
し
さ
を
感
じ
た
。
み
な
季
語
が
効
い
て
い
る
。

選
評

健
康
相
談
を
行
う
米
田
千
裕
医
師
。
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、

県
医
療
救
護
班
と
し
て
被
災
地
の
医
療
支
援
に
も
協
力

広報やちよは、市ホームページでも見ることができます(PDF版)

461回

　消防団員の平野さんが、３月28日東松島市宮
戸小学校を訪問し、散髪ボランティアを行いま
した。現地の友人から避難所の運営について相
談を受けた栄町消防本部、岩崎信夫さんからこ
の話を持ちかけられ、迷わず手を上げました。
　しかし、実際に被災地に行くと、テレビで見
るよりもはるかにひどい状況に震えと涙が。物
資も届きにくく、お風呂もない避難所生活を目
の当たりにしました。地元の理容師と二人で、
朝から日が暮れるまで67人を散髪。「お返しに
笑顔をもらいました。声がかかれば、またぜひ
協力させていただきます」と話していました。

　災害者の一時避難場所になっている
ふれあいプラザでは、４月７日までに
延べ８家族18人を受け入れました。
慣れない場所でも、避難してきた人た
ちが健康に過ごせるように、この間、
市の保健師による毎日の健康チェック
や、東京女子医大八千代医療センター
の医師による健康相談を行ってきまし
た。また、市民の皆さんからは支援金・
支援物資・ボランティア活動などのたくさんの
協力が。避難所を中心にした、支援の輪が広が
りました。　■支援金／424,983円　点訳グル
ープあけぼの、梨香会、福祉芸能部、斉藤カル
テット、卓球有志、無名会、八千代ハイキン
グ、八千代ロータリークラブ、大和田新田下区
自治会、大和田支会、八千代吟友会　■支援物
資／食糧品、飲み物、衣料品（マスクや下着）、
補聴器など　大和田支会、農業協同組合、北葉

企業、利根コカコーラボトリング、日本赤十字
奉仕団、歯科医師会、吉田整形外科、コーシン
乳業、八千代補聴器センター、社会福祉協議会ほ
か　■ボランティア活動／夕食の調理・配膳、
ヘルスケア、散髪、犬猫

ねこ

預かりなど　日本赤十
字奉仕団、上高野原村上一部支会、北東支会、
西北支会、つつじの会、さざんかA・B、医師
会、八千代医療センター、ヘアーサロンかとれ
あ、ＦT蕎麦打ちを楽しむ会（４月７日現在）

　４月９日勝田台文化センターで、東日本大震災チャリテ
ィーコンサートが行われました。八千代チャリティーコン
サート実行委員会と市文化振興財団が共催で開催。四川省
大地震のときにもコンサートを行ったメンバーです。急き
ょ日程が決まったにもかかわらず、出演者は７人全員スケ
ジュールを合わせて無償で参加。会場は300人を越える観
客で満席になり、87万451円の義援金が集まりました。

　▶「社会福祉に役立てて下さい」と寄付をいた
だきました。千葉建設労働組合八千代支部様　
３万円　▶「公民館活動に役立ててください」
と八千代台公民館に寄贈されました。千葉ガス
様　ガスコンロ７台　▶保育園で使ってくださ
いと提供していただきました。大多喜ガス様　
飲料水500ml（24本入り）を12箱

ありがとうございました

被災地東松島市で散髪ボランティア

避難所を中心にした
　支援の輪が広がりました

平野　悟さん（吉橋・理容業） 東日本大震災チャリティーコンサートで
　　　　　　　　　　87万451円の義援金が

■災害対策本部　３月11日14時46分震度５強を記録
したため、市長を本部長とする災害対策本部を設
置。対策会議を９回開催。
■避難所の開設　３月11日から13日までに23か所。
ピーク時の最大避難者数1,201人
■市職員の配備　災害対策本部設置後、地区別に分
散して、道路状況や公共施設、市内の被害状況の調
査や避難所の開設などを実施。４月１日まで土曜・
日曜日、祝日を含む24時間体制を配備
■上下水道　上水道／宅地漏水・公道漏水など96
件、下水道／桝

ます
の破損・詰まりなど54件、３月13日

までにすべて処理終了

■放射性物質の影響による対応　・３月23日～28日乳
児の飲用制限を行い、乳児家庭に井戸水配布と通知文
郵送　・３月31日～４月１日河川水の汚染が懸念され
たため、地下水のみの運用に切り替え節水を呼び掛け
■緊急消防援助隊千葉県隊の派遣　３月17日～18日
第２次派遣隊として消防職員２名、20日～22日第３
次派遣隊として消防職員８名を陸前高田市に派遣
■清掃センターで災害廃棄物を受け入れ　災害で損
壊した、瓦やブロックなどを無償で受け入れ
■り災証明を発行　液状化被害、家屋の全焼・全壊・
半壊・一部損壊など242件（４月18日現在）
■在住外国人対応（多文化交流センター）　相談／７
件、情報提供／スペイン語、ポルトガル語、英語、
中国語で地震や放射性物質による影響などを翻訳。

震災に関わる、市の主な動き

　この欄については、消費生活センター（土曜・
日曜、祝日を除く午前８時30分～午後５時）へ。

【あげます】　▶マットレス（フランスベッド220㎝
×140㎝）　【ゆずります／有料】　▶ダイソン掃除
機（DC12plus、entry未使用）　▶食器（20㎝
の皿10枚、サトウハチロー詩柄）　【ゆずって／有
料】　▶勝田台幼稚園の制服と体操服一式

J:COMチャンネル（デジタル
放送11ch アナログ放送２ch）
で１～15日 12時30分、20時
30分

～快適な生活環境と
やすらぎに満ちた都市八千代～

八千代市第４次
　　総合計画スタート

▲音楽で被災地を応援しました

▲所属する７分団の仲間からの支援物資も持参しました

テレビ
広　報
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